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献辞

降旗武彦先生は，本年6月9日に63歳の誕辰をお迎えになり，来春3刀31日

をもって，本学の脊壊を退かれることになりました。

先生は，学徒動員から昭和初年に京都帝国大学に復学，昭和26年本学講師と

なり，助教授を経て，同45年教授に就任，経f哲学の研究，教育に刀を傾注して

こられました。

この問、先坐は，企業の内部に傑く立入ることにより企業の動きを真に把え

うる理論を構築せんと一貫して努めてこられました。この立場から，先生は，

ドイツ経営経済学の研究かbアメロカ制度学派，人間関係論の研究へと進まれ，

さらに，バーナード理論の重要性に早くから往目して，その紹介に力を入れら

れました。その後，先生はより現実の企業に迫りうる理論を求めて，オープン

・システム論による経営学を樹立され，主著『経営管環過程論の新展開~ (1970 

年〕を発表されましたが，同書は日経経済図書文化賞に向き，先生の学界にお

ける地位を不動のものとしたのであります。

先生は，このアプローチをさらに深化，具体化され，そのこ研究は編著『企

業組織と環境適合~ (1978年)， I経営戦略論J こ関する一連のご労作，及びこ

の新しい体系による「経営学原理~ (1986年〕として結実しています。

先生はまた，各種学会，研究団体，大学設置審議会等を通じても，経営学の

発展に尽してこられました。さらに，本学部において多数の優秀な学生を名界

に送り山 L，また多くの気鋭の研究者も育てられました。

その上，先生は，経済学部の苦難の時期に，学部長，評議員の重責を担われ，

身を挺して学部の運蛍にあたられました。先生のご労苦にわたくしども心より

感謝いたしております。

京都大学経済学会は，先生の学恩に深謝して， ~経済論叢』の本号を記念号

として編集いたしました。先生に薫染した研究者ーの誠心の労作を集めた本号を

先生に捧げることができますのは，わたくしども 同，欣幸の宝りであります。

先生には，今後ますますご清祥におすごしになり，ご研究をさらにおすすめ

になられますことをお祈り坤し上げます。

1985年12月初日

京都大学経済学部長山田浩之


